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このテーマを選んだ理由

  今現在紙幣は一万円札、五千円札、千円札の三種類があり、私自身としてはなに不自由することなく生活しているが、もうすぐ新しい千年紀を記念するという理由で新しく二千円札を発行するという提案に自分だけでなく他の人たちはどう思っているのか、発行することによって社会にどんな影響をもたらすのか等いろいろ疑問に思ったからである。
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小渕恵三主相は5日夜の再改造内閣の初閣議で、来年7月までに新二千円紙幣を発行する方針を表明した。 二千円札は記念紙幣ではなく恒久的に発行する。ミレニアム（千年紀）にあたる来年７月、沖縄県などで 開催される主要国首脳会議（沖縄サミット）を記念するのが目的。

http://sv.pachinkovillage.co.jp/news/199910etc/etc023.html
人間が生きていくなかで年号を数えている以上かならず新しい千年紀は迎えてしまう。たしかに何度も経験できることではないので記念するという意味で何かやることは悪いことではないと思う。しかし、この二千円札の提案には私としてはあまり賛成できない。それは今現在の日本の紙幣のルールみたいなものをいきなり変えてしまうからであり、また、二千円という日本の紙幣にはない中途半端な額だからである。

だから、記念紙幣として別の意味で言えば商品券のような感覚で発行したほうが私は良いと思う。このような考えを持った人が私以外にも多くいることを次の表に示す。
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  小渕首相は2000年にちなんで二千円札の発行を発表したが、有権者の評価は極めて低く、7割の人は二千円札の発行が便利になるとは考えていないようです。

新しいお札について、トップは｢新札は必要ない｣とする剥きの51％、次に5万円札が18％でした。

小渕内閣が期待したほど国民は反応していないようです。


2000年の到来に合わせて、唐突に発行が決定した二千円札だが、10月29日、図案が発表された。
  表は左に弐千円の文字、右と中央のすかしには、沖縄県の首里城にある守礼門を配し、裏には源氏物語の一場面と紫式部の絵が組み合わされているとか（日本経済新聞10月29日夕刊１面）。

選ばれたのは「鈴虫」の巻。五島美術館所蔵の国宝「源氏物語絵巻」第三十八帖のシーンだ。対面する源氏と冷泉院の周囲に奏楽の公達が描かれているが、紙幣では光源氏と冷泉院だけを切り取り、その上に同上の詞書きの冒頭部分を重ね合わせている。

http://www.oap.co.jp/%7Espring
　この新しい紙幣を作るにあたって、我々は新時代にふさわしい、革新的なものを望みました。では一体、紙幣にとっての革新とはいかなるものでありましょうか。

　軽量化をより押し進め、これまでにないほど軽い紙幣を作ることが、革新的な行為でありましょうか？クレジットカードや電子取引と重さで競っても、いかに軽い紙とはいえ交換価値でみればかなう筈はありません。しかし、そのような機械的な性能競争の中で、何か忘れられてしまったものはないでしょうか？その忘れられた何かを、今一度紙幣に取り戻すことこそが、革新であると我々は考えたのです。

その「忘れられた何か」とは、思わず所有したくなる、思わず使いたくなる優れたデザインであり、カラーではないでしょうか。誰しも、「何故紙幣は同じ色をしているのだろう」と疑問に思ったことがある筈です。これまで、同一価値の紙幣は常に同じ色をしていました。今までにないカラフルな紙幣が欲しいというニーズに答えるため、新しい二千円札は今までにないトランスルーセントな紙に、ブルーベリー/グレープ/タンジェリン/ライム/ストロベリーの５色を用意しました。

http://www.t3.rim.or.jp/%7Es-muraka/kantei/kantei27.html
二千円札の発行をする中で、今までにない軽くて薄い紙幣や、カラーをつけた紙幣を発行することは、たかが紙幣であっても世間の注目を浴びることは間違いないと思う。しかし、それは最初だけのことであって、後のなった時にはもうごく自然のことのようになっているはずである。発行する際にいろいろと工夫を加えるならば、二千円札は恒久的にではなく、記念紙幣として発行した方が良い。日本人の多くはプレミアや、希少価値という言葉に弱い人が多くその様な人達によって珍しがられ、また発行されなくなった後も二千円以上の額で取り引きされることがあるかもしれない。そうなれば、発行にかかったコストを

黒字として回収できるかもしれない。


  何枚も千円札を入れていた券売機も多少は扱い安くなるでしょう。 自販機メーカーや金銭機器メーカも新紙幣への対応を急ぐことになります。２０００円対応財布などの便乗商品も発売されるかもしれません。経済効果はわかりませんが、関係会社は２千円札様々。
  新しく追加される二千円札のサイズに注目してみます。縦が他３金種と同じ７６mmに対して横の長さが１５４mmと中途半端になってしまいました。紙幣のＡＢＣ（基礎知識）をご覧下さい。紙幣識別機側から考えると横の長さが５mm単位で異なっていた３金種（千円、五千円、一万円）は、長さを見るだけで概ねの金種判定が可能でした。二千円になると五千円より１mm短いだけ。金種判定を横の長さに頼れなくなりました。二千円札対応で５千円札の解析ロジックにも影響がでるハズです。

http://www.bekkoame.ne.jp/%7Emuraoka/shihei_t.html
 レジスターのトレーを変更することは困難であり、二千円札は適宜受け入れて、必要に応じて釣り銭に渡すということです。位置づけとしては現行の五千円札に近い扱いで、それほど厄介には考えていないとのことです。ジュースやタバコの自動販売機などは、敢えて二千円札に対応することはせず、現行の千円札受入のままで対応したいとのことです。

ＪＲの券売機は、高額紙幣対応機のみ二千円札に対応する意向だそうです。

2000円札が発行される予定枚数は、約１億枚とのこと

2000円札が単発で終わってしまった場合、技術開発費を含むコストは回収できないだろうとのことです。

いっそ2000円札は記念紙幣として発行し、流通枚数の抑制を考慮した方が良いのではないでしょうか。混乱状態のままでは、受取拒否や偽造紙幣の流通などリスクが大きすぎる気がします。

http://www.tk.airnet.ne.jp/ponta/politic
 二千円札の発行によって救われる業界に属する人間と、救われない業界に属する人間では後者の方が多いだろう。例えば、救われる方の人間である印刷業界やレジスターメーカーは二千円札の影響で大規模な仕事をする事によって多大な利益を得るのに対し、救われない方の人間である流通業界は、まだ全然使う事のできるレジスターを買い換えさせられる事には本当に有り難迷惑だと思う。また、識別性向上や、偽造防止のために、より高度な技術開発するなどにも費用が嵩んでしまう。


 二千円札の発行により、景気が一時的に上がるかもしれない。今現在ある100円ショップや1980円のワンプライスなどのように「二千円ショップ」、「二千円コース料理・サービス・入場料」などが沢山出てくるかもしれない。だが、それも長くは続かず、二千円紙幣の効果も次第に衰えていき、結果的には現在の状態に戻ってくるような気がする。単純に券種が増えるだけでは消費が増えるとは思えない。やはり、記念紙幣として発行したほうが、景気回復のキッカケになり社会に与える影響としても大きいだろう。

